
 

 

 

 

 

「ふとしたきっかけから将来へ」 分校舎教頭 尊田 益弘 

遡ること４４年前、友達の家から帰宅する途中、とある公民館で覇気のある掛け声、激しい竹刀の

音、ふと覗いてみると防具を身に着けた同世代の少年たちが剣道の練習に励んでいました。外で見て

いると、防具を付けた白髪頭のお爺さんから、「外で見らんで、中に入って見らんね。」と声を掛けら

れ中に入って練習を見学させていただきました。一対一の真剣勝負。面白そうだなと思いながら、30

分程見学し帰宅しました。 

その日の夜、祖父へ一本の電話が。その電話の相手は、昼間、剣道の見学を勧められた道場の先生

からでした。祖父と道場の先生は友人で、私が孫であることを知り、「剣道をしてみないか。」と誘い

の電話だったのです。当時、野球をしており、将来プロ野球選手になることを夢見ていた私が、剣道

をするきっかけとなる電話でした。 

小学 4 年生から 6 年生まで、野球と剣道を続けてきましたが、中学へ進学する際に部活動を何にす

るか迷っていました。すると、私の気持ちを察知するかのように、道場の先生から電話がありまし

た。諭すように、「剣道は、歳を取ってもできるし指導もできる。剣道を続けなさい。」この言葉を聞

いて、迷いなく剣道を続ける決意と将来指導者になる目標ができました。 

その後、中学・高校・大学と剣道を続け、多くの先生方から指導を仰ぎ、技術だけでなく人として

も大きく育てていただきました。先生方との出会い、剣道との出会いのおかげで、自分の将来を考

え、教師として多くの生徒と関わることができ大変感謝しています。 

現在、分校舎で勤務をしていますが、３０年前にも分校舎で勤務させていただいており、当時、担

任をしていた生徒と感動の再会をすることもできました。 

ふとしたきっかけから、自分の将来を考えるようになり、出会いがあったから今の自分がある。こ

のことを忘れずに、これからも精進していきたいと思います。最後に、剣道部の監督をしていた頃

に、卒業生に送った言葉を紹介して終わりたいと思います。 

・素直に話を聞ける人に道あり 

・素直に涙を流せる人に未来あり 

・素直に汗を流せる人に栄光あり 

 

「ようこそ さんくすランドへ！」 本校舎小学部 

今回の文化祭では、各学習グループの活動の様子を紹介し

ました。音楽やダンス、芋ほり、忍者修行、劇、クイズ等々、

これまでの学習内容を踏まえた活動で構成した楽しいテーマ

パークに皆さんをご招待しました。子どもたちの個性と特技

はもちろん、学習の成果が満載でした。たくさんの方々に楽し

くご覧いただけたと思います。ご協力ありがとうございまし

た。 
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文化祭「喫茶すまいる」大盛況でした！！ 本校舎高等部職業コース 

職業コースは文化祭の日に、喫茶すまいるをオープンしました。事前の授業では 

ジョブティーチャーの村岡屋の小川先生をお招きして、接客の仕方を教えていただき、 

何回も練習を積み重ねてきました。 

文化祭では、喫茶すまいるに足を運んでいただき、ありがとうございました。 

今回の良かったこと、反省点を踏まえて、次回の喫茶すまいるに備えていきたいと 

思います。今後とも職業コースをよろしくお願いいたします。 

 

「渾身の作品！！」 肥前訪問 

 肥前精神医療センター内訪問教育では、ミニシアター 

で各学部の発表を鑑賞したり、日頃から頑張って製作して 

いる作品を展示したりして文化祭を楽しみま 

した。ミニシアターでは、本校舎や分校

舎の児童生徒が頑張る姿を見て感動しま

した。作品づくりでは渾身の作品ができ

ました。今回学んだ知識を生かして、生

活していきたいと思います。 

 

「元気いっぱい体育祭！」 分校舎 

 ６月に予定していた体育祭を延期し、９月に行いました。東佐賀病院では、病棟ごとにデイルーム

で開催し、病棟スタッフさんや看護学生さんの応援を受けながらみんな元気いっぱいでした。応用走

では海底に眠るお宝をゲットしたり、玉入れでは自分が得意な方法で、２分間がんばって玉を入れた

りしました。若楠療育園では、午前と午後に分かれて競技しました。競技種目は応援合戦と玉入れ

で、施設スタッフさんの声援を受けながらそれぞれの方法でがんばりました。みんなとても良い表情

で、集団活動の賑やかな雰囲気を楽しむことができたと思います。 

 

 

 

 

「がんばったね！文化祭」 鳥栖田代分校 

 鳥栖田代分校では、９月から文化祭の取り組みを始め、１か月間、衣装作りや小道具作り、劇の練習

などを行いました。小学部の児童たちは、「スイミー」の劇で、マンボウやエンジェルフィッシュ、タコ、

スイミーになりきって楽しく踊りました。中学部の生徒は、ミュージカル「11 ぴきのネコ」の歌やセリ

フを一生懸命覚えて、堂々と演技をしました。子供達は、文化祭を通して、頼もしく成長しました。 

  


